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ト ピ ッ ク ス

デ ンタルエ ックス線検査 と甲状腺癌 のリス ク

奥羽大学歯学部放射線診断学講座　原田 卓哉

　歯科医師は患者にエ ックス線検査の説明をする

際,エ ックス線被曝による発がんの リスクを説明

し,さ らに他 の要因で起 こる発がんの リスクと

エックス線検査によるベネフィッ トを説明し同意

して頂いたうえで撮影 しています。これは日常臨

床でごくありふれた光景です。 またエ ックス線検

査による発がんの リスクは,放 射線の身体的影響

からみると確率的影響のカテゴリーにあてはまる

ことを学生時代に歯科放射線学の座学で習ってい

ます。 しかしなが ら,リ スクがどのように検討 さ

れているのかについては,よ く知 られていないの

が実情です。そこで タイ トルにあるように,デ ン

タルエックス線検査 と甲状腺がんの リスクに関す

る最近の文献を紹介 します。

　甲状腺は放射線感受性が高い臓器として知 られ

ています。またデ ンタルエ ックス線検査は,し ば

しば低線量被曝による甲状腺癌発生のリスク要因

とみなされてお ります。そこで著者 らは,甲 状腺

がんに関 して患者群 と対照群に対 してデンタル

エックス線検査件数を聴取 し,疫 学的手法により

デンタルエックス線検査による甲状腺癌の リスク

検討を試みました。

　対象はクウェー トに在住 している患者群および

対照群合わせて313人 です。彼 らに対 して年齢,

性別,国 籍,居 住地域 を聴取 した後,今 までに受

けたデンタルエ ックス線検査の自己申告による枚

数を聴取 しました。その他の上半身エックス線検

査に対して調整 された条件付 きロジスティック分

析の結果,デ ンタルエ ックス線検査による被曝は,

線量反応パターンに従った甲状腺癌発生 リスクの

増加に有意に関連 してい ること(95%信 頼区間

でオッズ比2.1)が わか りました。 またこの関連

性は年齢,性 別,国 籍,教 育 レベルならびに経産

回数によって明らかに変化 しないことがわかりま

した。これ らの知見か ら,自 己申告 とはいえデン

タルエックス線検査で,特 に撮影枚数が多くなる

ほど甲状腺癌の リスクが増加するという仮説に対

してある程度の支持 を与えること,し かしながら

エ ックス線検査の既往歴を考慮 した更なる検討が

必要であると著者 らは結論付けています。

　歯科医師が患者に対 して施行する診断と治療に

は必ず リスクとベネフィットが伴います。私たち

は患者に対 してあらゆる方法や手段を提示 し,患

者が リスクとベネフィットを理解できるよう丁寧

に説明するよう求め られています。判断するのは

あくまでも患者であり,そ の判断を最大限に尊重

して診療 を進めなければなりません。冒頭で述べ

たようにエ ックス線検査について も同様の対応が

求められることは言 うまでもありません。

　本学が位置する福島県で図らず も起 きて しまっ

た福島第一原発事故について,関 係者の最大限の

努力にもかかわらず,こ の原稿を書いている時点

でいまだ明 らかな事態収束の道筋がみられない状

況です。福島県民ばか りでなく,日 本国民がこの

事故により放射線被曝に対 して今まで以上に神経

質になっているわけですが,よ り一層丁寧にリス

クとベネフィッ トを交えたエ ックス線検査の意義

を患者に説明 し,同 意を得 られるよう努力 しなけ

ればいけないと改めて肝に銘 じつつ 日々診療にい

そしんでいます。
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